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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 
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 町長
排水利用ポンプ設置に補助

 町長
条例で定めれば変更は可能

町税の納期増やし、
支払いを均等に

農業用水不足の
解消策は

質
問
町
の
税
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
納

期
が
異
な
り
、
町
民
に
と
っ

て
非
常
に
複
雑
で
わ
か
り
づ
ら
い
。

少
し
で
も
税
金
を
納
め
や
す
く
す
る

こ
と
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

収
納
率
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

　
現
在
、
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
は
4
期
払
い
で
、
国
民

健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
8
期
払
い
で
あ
る
。
ま
た
介

護
保
険
料
は
12
期
払
い
で
、
軽
自
動

車
税
は
1
期
払
い
と
な
っ
て
い
る
。

町
民
が
少
し
で
も
税
金
を
納
め
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
町
は
納
期
を
増
や

し
、
月
々
の
支
払
い
を
均
等
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁
町
長　
町
税
や
保
険
料
の
納

期
は
町
の
条
例
で
定
め
て
お

り
、
地
方
税
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る

税
に
つ
い
て
も
、
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
、
異
な
る
納
期
を
町
の

条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

町
民
税
と
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
は
比
較
的
負
担
が
大
き
い
こ
と

か
ら
納
期
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
配

慮
し
た
納
期
を
設
定
し
、
納
付
回
数

に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
に
合
わ
せ

て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
、
平
成
20
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
の
創
設
に
合
わ
せ
て
、

納
期
を
毎
月
の
12
回
か
ら
8
回
に
変

更
し
、
仮
徴
収
方
式
を
廃
止
し
て
納

付
額
の
均
等
化
を
図
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
ま
た
軽
自
動
車
税
の
納

期
は
、
都
道
府
県
税
で
あ
る
自
動
車

税
に
合
わ
せ
５
月
と
し
て
い
る
。

　

納
期
を
増
や
す
た
め
に
は
、
経
費

や
事
務
の
負
担
増
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
状
を
堅
持
し
て
い
き
た

い
。

質
問
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
減
免

さ
れ
る
の
か
。

答
弁
町
長　
貧
困
や
自
然
災
害
な

ど
特
別
の
事
由
で
納
税
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
減
免
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。

質
問
滞
納
整
理
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
町
長　
各
税
と
も
に
法
令
に

基
づ
く
督
促
、
調
査
、
催
告
、

滞
納
処
分
手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。

町
政
運
営
の
た
め
に
必
要
な
税
収
確

保
に
向
け
、
公
正
公
平
な
税
務
行
政

を
遂
行
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

• 

文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
問
う

質
問
農
業
用
水
不
足
の
解
消
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
町
長　
限
り
あ
る
水
資
源
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
滝
川

統
合
堰
協
議
会
に
排
水
利
用
の
ポ
ン

プ
設
置
費
用
や
電
気
料
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

　

天
狗
岩
用
水
の
水
量
は
毎
秒
11
・

１
ト
ン
で
、
受
益
面
積
か
ら
算
出
さ

れ
て
い
る
が
、
近
年
の
宅
地
開
発
等

に
よ
り
許
可
水
量
を
増
や
す
こ
と
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

町
で
も
現
状
、
農
業
用
水
が
十
分

で
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
今

後
も
関
係
機
関
に
改
善
の
要
請
を
し

て
い
く
。

質
問
農
業
用
水
路
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
の
安
全
対
策
は
。

答
弁
町
長　
水
路
の
巡
回
や
住
民

か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
危
険

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
転
落
防
止
柵
な
ど
を
設
置
し

安
全
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て
の

町
の
取
り
組
み
は

質
問
少
子
高
齢
化
が
進
み
地
域
共

生
社
会
の
維
持
に
は
、
住
民

相
互
の
支
え
合
い
の
強
化
と
、
包
括

的
な
公
的
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
の
計
画
は
ど
う
か
。

答
弁
町
長　
国
も
こ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
動
き
出
し
た
ば

か
り
で
あ
る
。

　

現
在
町
が
行
っ
て
い
る
支
援
は
、

「
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
づ
く
り
」や「
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
ほ
か
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
実
施

等
が
あ
る
。

　

ま
た
「
玉
村
町
生
活
支
援
・
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
等
協
議
体
」

の
中
で
地
域
の
課
題
の
解
決
方
法
な

ど
を
協
議
し
、
支
援
情
報
等
を
提
供

し
て
い
る
。

地
方
創
生
の
事
業
内
容
は

質
問
「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
及

び
「
玉
村
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、

町
で
は
ど
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁
町
長　
目
指
す
べ
き
将
来
の

方
向
は
、
出
生
率
の
低
下
や

転
出
超
過
を
改
善
し
「
県
央
の
未
来

を
紡
ぐ
玉
村
町
」
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
た
ま

む
ら
の
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

実
施
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
」の
立
ち
上
げ
な
ど
の
事
業
を
行
っ

た
。　

町税の徴収率と滞納処分の状況

税の徴収率 差し押え件数

平成24年度 98.79% 863件

平成25年度 99.07% 1030件

平成26年度 99.31% 1619件

平成27年度 99.45% 1542件

設置した揚水ポンプ




